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要᪠ࠈᮇ研究では，Ꮻ都ᐋ市㛜തの自㌷㌬と３ெ制ࣁスケ࣍ࢹࢴールの国際的大会をᛍ㢄に，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹ

の㛜തによる♣会効果を学⾙研究から出し，それをཬ᫆したᣞᵾを㛜発し，行政評価の活用にྡྷけた政策ᥞ

᱄を行う。ᩝ献研究の⤎果，ᣞᵾ化でࡀる♣会効果は大ࡀく㸬分㔕にࢂたってᏋᅹすることがࢂかった。ただし，

これらのᣞᵾは住Ằのណㆉをもとにしたᏽᛮ的なものが多いため，業⦴ᣞᵾとしてῼᏽでࡀるようにするために

は，ᏽ㔖化すること，また行政評価に活用するためには，Ẏ年取ᚋྊ能なᣞᵾとすることがなㄚ題である。

会効果，ᣞᵾ，行政評価♣，ࢹン࣊イࢵー࣎㸯スࢺー࣠ー࢞

࡞ࡴࡋࡢࠈ�１

����ㄢᰕ◂✪の⫴景࡛┘Ⓩ

Ꮻ都ᐋ市㸝௧ୖ「ᮇ市」という㸞は，ᖲ成㸩年ࠈ

から自㌷㌬ローࣝࢺースの国හ᭩㧏ᓙ大会である

をത「ースࣝࢺルローࢠイࢦࣈࢴ࢜ンࣂࣔࢩ」

し，またᖲ成 ��年から３ெ制ࣁスケ࣍ࢹࢴール

のୠ⏲大会である「),%$�３�３࣠ールࢵࢺー」

を㛜തし，ᮇ市の㨡ງࣈࢴにຑめている。

ᖲ成ࠈ ��年策ᏽの➠㸫次Ꮻ都ᐋ市⥪合計画では，

まちづくりのᇱᮇ方ྡྷのࡥとつに，「㨡ງ創㏸・

交流のᮅᮮ都市の実現」を᥎げており，ス࣎ーࢵ

イ࣊ンࢹの㛜തによって，都市ࣇランࢺの☔❟と

᭞なる㨡ງの創出，またᛮ㇇かな観光と交流の

創出をめざしている。

㛜തによࢹン࣊イࢵー࣎ᮇ市では，これまでスࠈ

る成果ᣞᵾとして，経ῥἴ及効果やᮮሔ⩽数など

観光・経ῥ的なഁ㟻を対㇗としたᣞᵾをシᏽし，

行政評価で使用してࡀた。そのୌ方で，経ῥ㟻௧

አの効果をᢍᥩでࡀるරమ的なᣞᵾがない≟Ἓで

ある。とくに，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの㛜തによるᮇ

市市Ằ � や地ᇡ♣会に対する♣会的な効果をᢍᥩ

することと，♣会的な効果をᣞᵾ化したり，行政

評価に活かしたりすることがㄚ題となっている。

の㛜ത地にᑽ住すࢹン࣊イࢵー࣎ᮇ研究での「住Ằ」とは，スࠈ�

る⩽をᗀくᣞす。Ꮻ都ᐋ市Ằをᣞすሔ合は「ᮇ市市Ằ」とエす。

の㛜തによるᮇࢹン࣊イࢵー࣎ᮇ研究では，スࠈ

市市Ằの♣会効果をཬ᫆したᣞᵾ㛜発を行うと

ともに，行政評価の活用につなげる政策ᥞ᱄を

行う。なお，ᮇ研究でᥞ᱄する♣会効果のᣞᵾや

それによる評価の活用ᏽとなる対㇗は，ᮇ市㛜

തの「ࣂࣔࢩンࢦࣈࢴ࢜イࢠルローࣝࢺース」と

「),%$�３�３࣠ールࢵࢺー」の２つである。

��� ◂✪のᡥ㡨

の効果にࢹン࣊イࢵー࣎ᮇ研究では，２❮でスࠈ

㛭するୠ⏲的な研究ິྡྷから，♣会効果のᏽ⩇を

♟したうえで，♣会効果のᢍᥩの必要ᛮやῼᏽ法

を♟す。３❮では，多数のᩝ献のῦ⊗によって，

学⾙的に᪺らかにされている♣会効果を，රమ的

に♟しながらᩒ⌦する。㸩❮では，ࣁスケ࣍ࢹࢴ

ールによるまちづくりに⣑ ��年取組み，その評

価ᣞᵾをシᏽし，業計画などにもཬ᫆している

⚽⏛┬能市のౚを♟す。௧୕から，㸪❮にお

いて，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの㛜തによる♣会効果を

♟すᣞᵾをරమ的に♟すとともに，♣会効果をᣞ

ᵾ化し行政評価に用いるうえでの方策とㄚ題をᥞ

♟する。

��� ◂✪మโ

ーࣛࢵࢵー࣎ᮇ研究は，観光地⌦学，とくにスࠈ

学ࣆライࢷをᑍ㛓とするᏫ都ᐋභ大学シ࣑ࢫ

の♣会ຝᯕのᣞᵾ࡛ఔうᏫ㒌ᐋᕰẰ࡞㛜തࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪࠑ１ࠐ

⾔ᨳビ౮のὩ⏕࡞㛭ࡾࡌ◂✪

Ꮻ㒌ᐋභ和ኬᏕࢨࠈテࣆࣚᏕ㒂ࠈᑍ௴講師ࠈῳ㑌ࠈ⍓Ꮢ
ᕰᨳ◂✪ࢰࣤࢬーࠈᑍ㛓◂✪ဤࠈᶣ∆ࠈᏏ
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㒂のῳ㑌⍓Ꮢᑍ任講ᖅと市政研究ࢬンࢰーがභྜྷ

で実施した。ᮇᩝのᇮ➱はῳ㑌㸝㸦～３❮，㸪❮，

㸫❮㸞とᶣ∆㸝㸩❮㸞が分ᢰした。

のຝᯕࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪࠈ�２

の♣会ຝᯕのᏽ義ࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪ����

の♣会効果のᏽ⩇についてࢹン࣊イࢵー࣎スࠈ

は，学⾙的にさまざまな㆗ㄵがᒈ㛜されてࡀた

㸝7DNV� ����㸞ものの，効果そのものをᢍᥩする

ことがᅏ㞬なこともあって᪺☔にはᏽまっていな

い㸝2VKLPL�HW�DO������㸞のが実である。

ン࣊に㝀らず，イࢹン࣊イࢵー࣎そもそも，スࠈ

ࢫーࣛࢵ，そのものによる効果に㛭する研究はࢹ

た。ୠ⏲的な観ࡀ研究の分㔕でに㆗ㄵされて࣑

光学⩽である +DOO㸝����㸞は，ࢵー࣑ࣛࢫの♣

会効果を，「ࢵー࣑ࣛࢫや᪉行の影響により，㞗

ᅆやெの価ೋమ系，行ິࢰࣂーン，コミュニࢷ

イル，生活の㈹がን化するࢰスࣆのᵋ㏸，ライ

こと」とᏽ⩇しており，これは♣会効果を㆗ㄵす

る際によくᘤ用されている。රమ的には，

��年の࢜ルࣛ࢝ー㍧によって࢜ルࣛ࢝ーとい

う都市のヾ▩ྡྷ୕や観光ᐂのቌຊなどの効果を▩

つした住Ằの合を♟した研究ౚをᘤࡀ合いに

出し，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの㛜തによる地ᇡイࢸ

ンࢷࢷの強化をᘿしている。ᙴによるᏽ⩇

の「ࢵー࣑ࣛࢫ」の中に，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹもྱ

まれる。

の効果に㛭する研究をࢹン࣊イࢵー࣎᭩㎾のスࠈ

みると，2VKLPL�HW�DO�㸝����㸞は，♣会効果の

ᏽ⩇を，「♣会的，経ῥ的，ᩝ化的，∸㈹的・環

境的な効果に対する住Ằの▯的な▩つ」として

いる。このᏽ⩇の特ᚡは♣会効果の⠂␢に，経ῥ

や環境をྱࡳ点である。このᏽ⩇から，山ཾか

㸝����㸞は，「▯的」である点が「効果」なら

ではの特ᚡとᣞᦤした。この特ᚡと +DOO㸝����㸞

をࡨまえ，山ཾか㸝����㸞は♣会効果を「ス࣎

ーࢵイ࣊ンࢹの㛜തを通ࡋて，生活の㈹，ライࣆ

スࢰイル，コミュニࢷᵋ㏸，行ິࢰࣂーン，

ெ及ࡦ㞗ᅆの価ೋమ系が▯的にን化することの

▩つ」とᏽ⩇した。この山ཾらによるᏽ⩇は，国

හአの多数のᩝ献ࣝࣄューをもとにួ重に᳠ゞさ

れたス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの♣会効果のᏽ⩇であり，

᭩㎾のᩝ献によくᘤ用されており，ಘ㢏ᛮが㧏い

とᮇ研究ではึ᩷する。

ࡿࡈらࡒࡵ࡙ࡖࡻ࡞の㛜തࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪ����

᪁࠻⩻ୠ⏲Ⓩࡾࡌ㛭࡞ຝᯕࡾࠈ

の㛜തによってもたらされࢹン࣊イࢵー࣎スࠈ

る効果は，経ῥ効果のみならず，♣会効果，環

境効果の３つからᵋ成・評価されるという考え

方がୠ⏲的な₳流である。これは「ࣈࣛࢹル࣍

ライン࣑ࢹ �」とࡣれている㸝(ONLQJWRQ�������

)UHGOLQH�HW�DO������㸞。経ῥ効果とは，たとえ

の㛜തによるᾐ㈕ᨥ出のቌࢹン࣊イࢵー࣎ス，ࡣ

ຊやインࣆラのᘋシ㈕ቌຊなどがあげられる。環

境効果は，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの㛜തによって自然

環境などのಕ全活ິをㄇ発さࡎたり，ୌ方で自然

環境を◒ቪしたりする効果がౚ♟される。♣会効

果は，リ⣵は３❮で㏑るが，たとえࡣ㛜ത都市

。や交通Ῠのቌຊなどがある୕ྡྷࢩー࣒のイ

これら３つの効果には，「ࣇࢷࢩ࣎」，「ࢷ࢝ࢾ

の୦ഁ㟻があり，୦ഁ㟻から効果を評価「ࣇ

する必要ᛮもᘿされている㸝)DLUOH\� HW� DO��

����㸞。

のࢹン࣊ラインの考え方は，イ࣑ࢹ࣍ルࣈࣛࢹࠈ

ᣚ⤾ᛮ㸝⤽⤾ᛮ㸞を᭩⤂的なࡠらいとしているた

め，ࣇࢷࢩ࣎な経ῥ・♣会・環境の効果をୌ

మ的に㏛求していくと，᭩⤂的にはス࣎ーࢵイ࣊

ࢹࣛࠈ� ，ライン㸝7ULSOH�%RWWRP�/LQH㸰7%/，�%/㸞とは࣑ࢹ࣍ルࣈ

௺業活ິを㈀ຸ࢚ࣆࣂー࣏ンスのみで評価するのではなく，経ῥ・

♣会・環境の３つのഁ㟻から評価すࡀであるという考え方であ

る。ᣚ⤾ྊ能な発ᒈに㛭する♣会的要ㄫの㧏まりをུけ，イࣛ࢟

スのࢦスࢷナࢷࣛࣄ♣のᡋ␆コンࢦルࢰンࢹのࢩョン㸲࢙ル࢞

ンࢹンがᖲ成 � 年にᥞ၌した㸝(ONLQJWRQ�����㸞。

●スポーツイベント開催に伴う宇都宮市民への社会効果の指標化と行政評価への活用に関する研究
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ンࢹのᣚ⤾ྊ能ᛮの㏛求につながっていくと考え

られている。ᥦゕすれࡣ，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹを⤽

⤾的に㛜തしていくことを᭩⤂的な┘ᵾとし，こ

の㐡成のためには，ࣇࢷࢩ࣎な経ῥ・♣会・環

境の全効果を住Ằや㛜ത地にもたらし，ࢷ࢝ࢾ

な効果をᑚさくしていくことが必要というこࣇ

とである。したがって，ᮇ市で♣会効果を評価す

ること自మは重要ではあるが，経ῥ効果や環境効

果も合ࡎࢂてス࣎ーࢵイ࣊ンࢹのᣚ⤾ྊ能ᛮを考

えていくことがୠ⏲的には必要とされている。

の♣会ຝᯕのῼᏽࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪ����

かるように，♣会効果をࢂエのᏽ⩇からも୕ࠈ

▩るために，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの㛜ത地住Ằの

▩つ㸝ヾㆉ㸞をῼᏽすることが多い。その際に，

イ࣊ンࢹの㛜ത地の住Ằに対するンケーࢹが

しࡣしࡣ用いられる㸝たとえࡣ %DOGXFN� HW� DO��

����㸰ᢪず�����㸞。このሔ合のࢹࢴ࣒ࣛは，効

果をᐖ᪾にᢍᥩでࡀること，生活の㈹について問

いやすいこと，さまざまな㞗ᅆをࢂけてㄢᰕでࡀ

ることである。ࢹࢴ࣒ࣛࢸは，ெの価ೋ観に影

響されやすい点，その都ᗐンケーࢹなどを実施

する必要ᛮが生ࡋる点である㸝)UHGOLQH�HW�DO��

����㸞。

ୌ方で，ᐂ観的な効果を๑にシᏽしてῼᏽすࠈ

る観点もある。これは住Ằの▩つをῼᏽするሔ合

のࢹࢴ࣒ࣛが，㏣にࢹࢴ࣒ࣛࢸになるとされる。

)UHGOLQH�HW�DO�㸝����㸞は୦ῼᏽ法を組み合ࢂ

。としているࡀて使用すࡎ

の♣会ຝᯕのౚࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪࠈ３

のぜᏽ要ᅄࡐ࡛ࠈ

����♣会ຝᯕのරమౚ

�）�♣会ຝᯕのฝ

が㛜ത地にもたらした♣会効果は，学ࢹン࣊イࠈ

⾙的には，���� 年中㡥から࣒࢝・ス࣎ーࢵイ

㸞ࢹン࣊イࢵー࣎㸝㍧のようなୠ⏲的なスࢹン࣊

を対㇗に，その㛜ത地の住Ằに対するンケーࢹ

を用いてㄢᰕする実チ的なᡥ法によって᪺らかに

されてࡀた。ᮇでは ���� 年ᮆになり，ཋ⏛

㸝����㸞が，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹによって㛜ത都市

にもたらされる効果を，経ῥ的な効果だけでなく，

住Ằがࢂう♻⚅的なẴ分や地ᇡに対するヺりな

どの住Ằの心⌦的ᡜᚋなど，多ᒒ的に᳠チすࡀ

とᣞᦤした。しかしながら，ᮇ国හを対㇗地と

した実チ研究は౪然としてഷᑛであり，᭩㎾では

ᢪず・ཋ⏛㸝����㸞などに㝀られる。それゆえ，

ᮇ⟿で♟す♣会効果のౚの多くは，ㅎአ国の都市

のౚであり，ᮇ市には㤾染まない効果もみられ

ることにἸណが必要である。

の♣会効果をࢹン࣊イࢵー࣎ᮇ研究では，スࠈ

᪺らかにしたୠ⏲中のᩝ献を⣺しているᒈ

᭻ㄵᩝである山ཾか㸝����㸞，)UHGOLQH� HW�

DO�㸝����㸞，.HUVXOLÉ�HW�DO�㸝����㸞を参↯し，

ᩝ献ごとにス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの♣会効果を♟した

㸝⾪㸦～⾪３㸞。その際，２❮で㏑た「ࢷࢩ࣎

のഁ㟻に分㢦した。⾪㸦と「ࣇࢷ࢝ࢾ」，「ࣇ

⾪３の「ࣇࢷࢩ࣎」，「ࣇࢷ࢝ࢾ」の分㢦は，

出としたᩝ献のエ㏑にᚉった。⾪２は➱⩽が「࣎

に分㢦し，いずれにも「ࣇࢷ࢝ࢾ」，「ࣇࢷࢩ

᪺☔に分㢦でࡀないሔ合は，「ཫ方のᛮ㈹，᪺▉」

とした。

ースを用࣊ࢰーࢸか㸝����㸞は，ᩝ献山ཾࠈ

いてୠ⏲中の学⾙研究を参↯し，ス࣎ーࢵイ࣊ン

の♣会効果を⾪㸦のようにあげている。ただࢹ

し，参↯している研究はㅎአ国をౚにしたもの

が中心であるため，たとえࣇࢷ࢝ࢾࡣに分㢦さ

れる「᫋のቌຊ」，「ࢵーࣛスࢹと地ඔ住Ằの⾢

✲」のように，ᮇでは発生しにくいと考えられ

る♣会効果もᥞ♟されている。

な♣会効果としては，㛜ത都市に㛭ࣇࢷࢩ࣎ࠈ

する効果，住Ằの感やណㆉなど心⌦的ን化に㛭

する効果，住Ằの行ິንᐖに㛭する効果，⩽
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会ຝᯕのරమౚ♣ࡾࡻ࡞ࢹ࣑ࣤ࣊ࢫーࣛࢵࢵー࣎ࢪࡾࡻ࡞（����）�UHGOLQH�HW�DO(ࠈ２⾪

㟻ࠈഁ රమ的な効果

ࣇࢷࢩ࣎

・イ࣊ンࢹのࢫࢴࢡやࢦーࣄスᥞ౩をዉ⣑した地ඔ௺業の合

・イ࣊ンࢹ中に能ງのྡྷ୕，♣会的機会をᚋたり，⩽の貢献をした地ඔ࣍ランࢷ

・イ࣊ンࢹで㞘用された⩽のうち住Ằの合

・イ࣊ンࢹの地ඔのᏄどもの㛭ࢂり㸝イ࣊ンࢹのࢷー࣏に対する㛭心をもたࡎるなど㸞

ࣇࢷ࢝ࢾ
・イ࣊ンࢹやそれによるΊ㞟に㛭㏻した≚⨝௲数

・交通㔖もしくはそれをࢺルᥦ⟤した㛣的

ཫ方のᛮ㈹，

᪺▉

・生活の㈹の影響に対する住Ằのヾㆉࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ��・イ࣊ンࢹに参ຊした住Ằの合

・ㇿのአ㒂ᛮを΅らすຑງ㸝必要なපභ交通のᥞ౩など㸞ࠈ�・新たな施シのࢬࢠス評価

・イ࣊ンࢹ中に地ඔ住Ằにᢼྫྷされた施シのࢬࢠス評価ࢸ࣒・��ࠈの㟚出の㔖と㈹

)UHGOLQH�HW�DO�㸝����，S��㸞からᘤ用し➱⩽が３つのഁ㟻に分㢦しష成

の♣会ຝᯕのරమౚࢹࣤ࣊ࢵー࣎ࢪࡾࡻ࡞（����）かᒜཾࠈ１⾪

㟻ࠈഁ රమ的な効果

ࣇࢷࢩ࣎

・ᩝ化的発ᒈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・㛜ത都市のヾ▩やイ࣒ー୕ྡྷࢩ

・新しい機会や経㥺の⋋ᚋࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・␏ᩝ化の⮾ቌ大

・⮾ዢやᛄ感の⋋ᚋࢦ・ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈイࢠࢴ࢞イン࣑࢜Ἰの⋋ᚋ

能ງのྡྷ୕ࢷࣛࢰࣅス࣌・ࠈࠈࠈࠈࠈࠈルの㧏まりࢰࣅࣔ࢞ーシࣔルࢮ・

・ス࣎ーࢵ参ຊ率の୕᪴ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・ス࣎ーࢵの⮾ྡྷ୕

㛜ത都市の安全ᛮやಘ㢏のྡྷ୕・ࠈ㸝生活の㈹㸞のྡྷ୕ࣆライࣇオࢷオࣛࢠ・

・♣会ฆ㞗ᛮの୕᪴ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・多様ᛮのᐖヾ

・国際交流のቌຊ࣍・ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈランࢷ活ິのິ機づけ

・住Ằのណㆉን化ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・ᩝ化のಕ㆜に対するິ機づけࠈࠈなど

ࣇࢷ࢝ࢾ
・交通Ῠのቌຊࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・≚⨝率୕᪴

などࠈࠈ᫋のቌຊ・ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ✲⾢と地ඔ住Ằのࢹーࣛスࢵ・

Ἰ㸞ࢦイࢠࢴ࢞イン࣑࢜とは，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹに参ຊしたり㐘ႜにᦘࢂったりしていなくとも，ᚋられる心⌦的
な౼─である。イ࣊ンࢹに対する⮾ዢ，㛜ത地ᇡ住Ằとしてのࣈライࢺ㸝ヺり㸞，地ᇡの愛着，࣍ランࢷ活
。のິ機づけ，住Ằのណㆉን化などがあげられる㸝&URPSWRQ�����㸞ິ

山ཾか㸝����㸞からష成

の♣会ᩝຝᯕテࢼ࣐ࣖࢤᆀᇡࡾࡻ࡞ࢹ࣑ࣤ࣊ࢫーࣛࢵࢵー࣎ࢪࡾࡻ࡞（����）�HUVXOLÉ�HW�DO.ࠈ３⾪

㟻ࠈഁ රమ的な効果

ࣇࢷࢩ࣎

・♣会的㐿産や㈠ᮇの形成ࠈࠈࠈࠈࠈ・教⫩やሒ

・♣会ᩝ化的な交流ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・地ᇡのヺり

・ス࣎ーࢵの㛭心ቌຊࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・政的利─

・心⌦的利─ࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈࠈ・♣会的ᣚ⤾ᛮ

ࣇࢷ࢝ࢾ ・♣会的Ίや⾢✲の発生ࠈࠈࠈࠈࠈ・≚⨝やᩝ化のᩓ視の発生

.HUVXOLÉ�HW�DO�㸝������S��㸞からᘤ用しຊ➱ಞ正しష成

●スポーツイベント開催に伴う宇都宮市民への社会効果の指標化と行政評価への活用に関する研究
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のᐰᐖやᐖヾに対する効果，ெࡦとの⤎ࡦつࡀの

ቌ大に㛭する効果などがみられる。ࣇࢷࢩ࣎に

分㢦される「ᩝ化的発ᒈ」は，�たとえ࢜ࢴࢦࡣー

࣠ールࣈࢴ࢜ࢺなどୠ⏲規ᶅのス࣎ーࢵイ࣊ンࢹ

を㛜തしたことで，ᩝ化としてス࣎ーࢵが住Ằに

ᾈ㏩するといった効果である。「新しい機会や経

㥺の⋋ᚋ」，「␏ᩝ化の⮾ቌ大」は，イ࣊ンࢹ

の㛜തにఔった新たな経㥺がのᩝ化の⮾ಀ

㐅につながる効果を⾪し，とくに国際ス࣎ーࢵイ

・る効果である㸝ᢪずࡋの㛜തにఔって生ࢹン࣊

ཋ⏛�����㸞。「ࢮーシࣔルࢰࣅࣔ࢞ル � の㧏まり」

や「♣会ฆ㞗ᛮ � の୕᪴」は，ெࡦとの⤎ࡦつࡀ

のቌ大を♟している。「ス࣎ーࢵの⮾ྡྷ୕」，

「ス࣎ーࢵ参ຊ率の୕᪴」，「ࢦイࢠࢴ࢞イン࣑࢜

の⋋ᚋ」のように，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹ特有と考え

られる♣会効果もある。

UHGOLQH�HW�DO�㸝����㸞は，住Ằの▩つにᇱ(ࠈ

づく♣会効果の中でも，ᏽ㔖化でࡀるᐂ観的な効

果を♟している㸝⾪２㸞。⾪㸦と␏なるのは，ス

スをᥞࣄーࢦやࢫࢴࢡに㛭㏻するࢹン࣊イࢵー࣎

౩した地ඔ௺業の合や，イ࣊ンࢹで㞘用された

⩽のうち住Ằの合，交通㔖を㔘㢘ᥦ⟤した㛣

的，ࢸ࣒の㟚出の㔖と㈹などやや経ῥ

的な効果と重なるともᤂえられる♣会効果をᥞ♟

している点である。また，イ࣊ンࢹの地ඔのᏄ

どもの㛭ࢂりのように，教⫩的な効果もみられる。

�HUVXOLÉ.ࠈ HW� DO�㸝����㸞 は， ௦  ඔ 年 ��

᭮までにපษされた「VSRUW� WRXULVP� HYHQW」，

「LPSDFW」，「OHJDF\」という࢞ー࣠ーࢺをྱᩝࡳ

献を :HE�RI�6FLHQFH�&RUH�&ROOHFWLRQ というୠ

⏲的なᩝ献ࢸー࣊ࢰースで᳠⣬したとこࢀ，��

の学⾙ㄵᩝがヾめられ，このうち効果に㛭するエ

㏑をྱࡳ ��のᩝ献をࣝࣄューした⤎果，��のᩝ

献に♣会ᩝ化効果がエ㍍されていたとした。それ

ーシࢮ」ࠈ� ルࣔ࢞ ࢹࢴࢾル」とは，ெ㛣のつながり㸝ெ的ࢰࣅࣔ

࣠ーࢠ㸞やそこから生ࡋる㛏的なおபいの利─になるという㛭

౿ᛮやಘ㢏ᛮの規⠂をណする。
。との♣会的なୌమ感をណするࡦとは，ெ「会ฆ㞗ᛮ♣」ࠈ�

を➱⩽がまとめたのが⾪３である。⾪㸦，⾪２と

␏なるのは，政的な㟻の利─ �，教⫩やሒと

いった効果がࣇࢷࢩ࣎なഁ㟻として♟された点

である。

�）ᑚᣋ

のࢹン࣊イࢵー࣎ここまでのᩝ献ㄢᰕから，スࠈ

㛜തによってその㛜ത地の住Ằが▩つする♣会効

果を௧ୖにまとめた。

な♣会効果としては，㛜ത都市のヾࣇࢷࢩ࣎ࠈ

▩・イ࣒ー୕ྡྷࢩ・愛着のቌ大，住Ằの感やណ

ㆉ等の心⌦的ን化，住Ằの行ິንᐖ，住Ằの新た

な機会・経㥺・能ງの⋋ᚋ，⩽や␏ᩝ化のᐰ

ᐖやᐖヾ，交流・ெࡦとの⤎ࡦつࡀ・ୌమ感のቌ

大，生活の㈹のྡྷ୕，教⫩機会の形成，ス࣎ーࢵ

そのものの㛭心や参ຊ率ቌຊ，ス࣎ーࢵイ࣊ン

♣，スᥞ౩や㞘用機会のቌຊࣄーࢦ・のၛဗࢹ

会的㈠ᮇの形成の計 ��㡧┘がヾめられた。

ࢠな効果としては，Ί㞟のቌຊやࣇࢷ࢝ࢾࠈ

スのᅏ㞬化，᫋など≚⨝のቌຊ，♣会的Ίࢬ

の発生の計３㡧┘がヾめられた。

ཫ方のᛮ㈹をもつ♣会ࣇࢷ࢝ࢾ，ࣇࢷࢩ࣎ࠈ

効果としては，ࢸ࣒の㟚出，生活の㈹，施

シのࢬࢠスなどがヾめられた。ࢸ࣒の

㟚出については，ࢸ࣒でのሒ㐠හᐖが住Ằや

㛜ത地に良いヨ題であれࣇࢷࢩ࣎ࡣな♣会効果

といえるだࢀうが，その㏣であれࣇࢷ࢝ࢾࡣな

♣会効果になࢀう。生活の㈹や施シのࢬࢠス

については，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹ㛜തによって生活

の㈹や交通ࢬࢠスがྡྷ୕する住Ằとそうではな

い住ẰがྜྷにᏋᅹしうることをណする。

そのものࢵー࣎௧୕から，♣会効果には「スࠈ

の㛭心や参ຊ率ቌຊ」のように，ス࣎ーࢵイ࣊ン

特有と考えられる効果もあるが，効果の多くはࢹ

ス࣎ーࢵ特有とも㝀らず，観光イ࣊ンࢹなどイ࣊

ンࢹ全般に対してもᙔてはまるྊ能ᛮがある。

ᣈとなるᩝ献が♟されていないため，「政的利─」がරమ᰷ࠈ�

的にどのような利─であるかを㏛究することはでࡀなかった。

●スポーツイベント開催に伴う宇都宮市民への社会効果の指標化と行政評価への活用に関する研究 ●市政研究センター研究論文
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����♣会ຝᯕのぜᏽ要ᅄ

。うかࢀ会効果はどのような要ᅄでỬまるのだ♣ࠈ

⩾の心⌦学ࢱナ࢜ࠈ %DQGXUD㸝����㸞は，ெ㛣は

├の経㥺からだけでなく，⩽をずまࡠること

でも学⩞するという「♣会学⩞⌦ㄵ」をᥞ၌した。

この⌦ㄵでは，ெ㛣の行ິを規ᏽする要ᅄとし

て，行要ᅄ，⤎果要ᅄ，ヾ▩的要ᅄの３つがあ

げられている。このうち，行要ᅄと⤎果要ᅄの

２つがス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの♣会効果を規ᏽしてい

る㸝山ཾか�����㸞㸝⾪㸩㸞。行要ᅄは，行ິ

を㉫こす๑の᮪௲であり，⾪㸩で♟した要ᅄを

住Ằがもともと有していると，రらかの♣会効果

をもたらすという考えである。⤎果要ᅄは，行ິ

の⤎果から学⩞したものであり，これは♣会効果

が生ࡋた⤎果，⾪㸩で♟した要ᅄを住Ằが有す

るようになるという考えである。たとえࡣ，ス࣎

ーࢵイ࣊ンࢹによって♣会効果が生ࡋ，その♣会

効果によってイ࣊ンࢹに対してࣇࢷࢩ࣎なཾコ

ミを住Ằが㏑るようになると，次ᅂの㛜തやイ

。のᨥᣚがᚋやすくなることにつながるࢹン࣊

㛜ത๑と㛜ത後とをࢹン࣊イࢵー࣎௧୕は，スࠈ

。けて，♣会効果をとらえる必要ᛮを♟しているࢂ

㸩ࠈ♣会ຝᯕのᣞᵾࢅ⾔ᨳビ౮࡞Ὡ⏕

自మ̿⚽⏛┬⬗ᕰࡾࡌࠈ

⦄⤊ᴏのࡽࡂࡘ⾜のࢢࢪࣁ����

ールなどでⴥྞ࣍ーࣝࣁ，⌣能市はమ᧧，㔕ࠈ

な㐽ᡥを㍦出してࡀたス࣎ーࢵのまちであり，市

හにᡜᅹした⚽⏛┬❟能工業㧏等学ᰧ㸝現・⚽

⏛┬❟能科学ᢇ⾙㧏等学ᰧ，௧ୖ「能工」と

いう㸞は，ࣁスケ࣍ࢹࢴール㸝௧ୖ「ࣁスケ」と

いう㸞の全国大会㸝インࢰーࣀイ，国మ，全国㧏

ᰧ㐽ᢜ㸝ウインࢰーࣈࢴ࢜㸞㸞で延 ��ᅂもඁົ

した強㇞ᰧとして▩られる。

能工の活㌅による能市の▩ྞᗐのྡྷ୕と国ࠈ

のࡨるさと創生業をዉ機に，能市はᖲ成ඔ年

ᗐにࣁスケの⾜づくり業に着ᡥした。この業

によりࣁスケのࢥール，ࣁスケに㛭するባ画，࣓

ニュ࣒ンࢹがᏻẰによってに中心市⾜地に多数

シ⨠された㸝ᅒ㸦㸞。また，この業では，能

市⥪合మ⫩㤃や能山ᮇス࣎ーࢯࣛࢵーࢬࢹンࢰ

ー「ࣛナス」のᘋシなどの施シᩒങ，ミニࣁス

交流大会の㛜ത等によるࣁスケのᬉ及・ᗇ㎮ᣉ

大の取組が行ࢂれ，ᖲ成 ��年ᗐからは「新ࣁス

ケの⾜のしࢀ᥆㐅計画」㸝௧ୖ「計画」という㸞

を策ᏽして業がᒈ㛜されてࡀた。

ࣁスケெཾのᗇ㎮ᣉ大と能市がࣁ，その⤎果ࠈ

スケの⾜であることのヾ▩が㧏まった。ୌ方で，

市Ằ༝഼の活ᛮ化やၛ業ᣲ⮾などの地ᇡ活ງの強

化には十分に活かしࡀれなかったこと，またࣁス

ケの⾜であるという市Ằណㆉが能工のム合成⦴

にᕞྎされやすいことがㄚ題になった。

そこで，能市はᖲ成ࠈ �� 年にẰ㛣のጟဤ ��

ெからᵋ成された「能市ࣁスケの⾜づくり᥆㐅

会㆗」をシ⨠して新計画の策ᏽに取り組ࢆだ。こ

の策ᏽされた「能市ࣁスケの⾜づくり᥆㐅計

画」㸝௧ୖ「現計画」という㸞は，ᖲ成 ��年ᗐか

ら ��年㛣の計画で，「ࣁスケでみࢆながඔẴにな

れる⾜」をまちづくりのࢩࣄョンに᥎げ，その

⾔要ᅄ࡛ࡌらࡒࡵࢅ会ຝᯕ♣ࠈ㸩⾪ࠈࠈ

ᯕ要ᅄ⤎ࡒࡋ⏍会ຝᯕから♣ࠈࠈࠈࠈ

分ࠈ㢦 要ᅄのහᐖ

࠘行要ᅄ࠙

͐行ິを

㉫こす๑の

᮪௲

・の参ຊ⩽とのୌమ感

・イ࣊ンࢹが果たす♣会的㈈任のណㆉ

・イ࣊ンࢹ・❿ᢇの㛭与

・イ࣊ンࢹでのమ㥺や観ᡋでႋ㉫されるᛄ感

・地ᇡの愛着・㛭与

・環境ណㆉの㧏さࠈࠈなど

࠘⤎果要ᅄ࠙

͐行ິの

⤎果から

学⩞した

もの

・イ࣊ンࢹに対するࣇࢷࢩ࣎なཾコミ

・イ࣊ンࢹ㛜ത地ᇡのࣇࢷࢩ࣎なཾコミ

・次ᅂ大会の参ຊណᅒ

・次ᅂ大会の㛜തᨥᣚ

・イ࣊ンࢹス࣎ンࢦーのၛဗの使用・㉆㈑ណᅒ

・イ࣊ンࢹのᨥᣚ・࣎ࢦーࢹ

㸝生活の㈹㸞ࣆライࣇオࢷオࣛࢠ・

山ཾか㸝����㸞からష成

●スポーツイベント開催に伴う宇都宮市民への社会効果の指標化と行政評価への活用に関する研究
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スケの⾜づくࣁ」。ールを㸩つシᏽした㸝ᅒ２㸞ࢥ

り」とは，能市Ằが「ࣁスケの⾜」にヺりを感ࡋ，

まちづくりに✒ᴗ的に㛭ࢂる市Ằが多くおり，ࣁ

スケの点㸝イ࣊ンࢹ，施シ，∸ဗ，࣓ニュ࣒ン

⾜」。など㸞が多くᏋᅹすることをណしているࢹ

づくり」とうたっているのは，ࣁスケがまちづく

りのᡥṹとなる有ງな地ᇡ㈠″としてとらえられ

たためである㸝ᒷ᭮�����㸞。そのうえで「ࣁス

ケの⾜」をつくるために，❿ᢇ的効果㸝❿ᢇງ・

❿ᢇの㨡ງྡྷ୕の視点㸞，経ῥ的効果㸝地ᇡ活ງ

の視点㸞，♣会的効果㸝市Ằᩝ化の視点㸞の３つ

の効果をシᏽした。このうち，♣会的効果は，ま

ちの㨡ງྡྷ୕やまちづくりのᢰいᡥのቌຊを中心

に，ࣁスケを利用してどのようにまちづくりをす

るかという視点によるものである。現計画㛣

にあたるᖲ成 ��年に計画やまちづくりの᥆㐅ᣈ

点となる「能ࣁスケミュー࣑ࢩ」が㛜㤃した。

௦２年に施シのᗃ㟻✒の⣑３ಶとなる現ᅹの

施シに移㌷した。

����゛⏤᳠チの┘Ꮽ࡛ࡾᣞᵾ

現計画の策ᏽにあたり，❿ᢇງྡྷࠈ ・୕地ᇡ活ງ・

市Ằᩝ化の３つの視点から計画の᳠チが行ࢂれ，

その際に使用された「┘安となるᣞᵾ」を⾪㸪に

♟した。このうち，市Ằᩝ化の視点が♣会的効果

に┞ᙔし，ᣞᵾ㸭～ ��の３つのᣞᵾが用いられ

た。ᣞᵾ㸭はࣈロࣛーࢡの観ᐂ数，ᣞᵾ９は能

の大࣑ーࢲという全国の中学・㧏ᰧの㐽ᢜࣈࢴ࢜

会࣍ランࢷ参ຊ⩽数，ᣞᵾ ��は市Ằណㆉㄢ

ᰕの⤎果にᇱづくࣁスケの⾜をにヺれると思う

能市Ằの合であり，これら３つのᣞᵾを評価

に使用していた。᳠チの⤎果，市Ằᩝ化の視点は

「市Ằやᮮゴ⩽がࣁスケにのしみᴞしめるように」，

として能らしさがあり能市Ằ「⾜スケのࣁ」」

がヺりに思えるように」の２つを考慮して現計画

の策ᏽにཬ᫆された。

A
A

A
A

A

M

M

M
M

M

M
A A

能代ᕷ⥲ྜయ⫱㤋

バスケ࣒ࢪ࣮࣑ࣗ

スࢼࣜ
ە

ە

۔
能代ᕷᙺᡤ

能代ᕤ

のしろのしろ

ひがしのしろ

バスケ࣒ࢪ࣮࣑ࣗ

ひがしのしろ

むかいのしろ

M

能代ᕷ⥲ྜయ⫱㤋

能代ᕷᙺᡤ

むかいのしろ

米代川

スࢼࣜ

米代川

五
能

線

奥

A
A

A

M

M
M

A A

۔

五
能

線

奥

羽
本
線

秋
田 道

7

101

0  １ (km)

JR 線

道路

水域

市街地

屋外バスケゴール

A バスケの壁画

M バスケモニュメント

図郭外

A
×４
×１

①
本
物
の
バ
ス
ケ
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と

②
バ
ス
ケ
で
誰
で
も

集
え
る
こ
と

③
バ
ス
ケ
で
地
域
が

潤
え
る
こ
と

④
バ
ス
ケ
が
街
な
か
で

感
じ
ら
れ
る
こ
と

バスケでみんなが元気になれる街

バスケの聖地　能代

街づくりの

ゴール

街づくりの

ビジョン

さらに先のテーマ

10 年後の姿

競技的効果

経済的効果

社会的効果

能市㈠ᩩ，現地ㄢᰕからష成

ᅒ１ࢢࢪࣁࠔࠈの⾜�⬗ࡌ♟ࢅࠕ∸のฦᕱ（令和３年）

⾪㸪ࠈ゛⏤の᳠チの┘Ꮽ࡛ࡒࡖᣞᵾ

能市ࣁスケの⾜づくり᥆㐅計画からష成

Ἰ㸞⾜づくりのࢥールの୷数Ꮚは，⾪㸫のࢥール㸦～
。㸩に対ᚺするࠈࠈ

能市ࣁスケの⾜づくり᥆㐅計画からష成

ᅒ２ࢢࢪࣁࠈの⾜ࡽࡂࡘ᥆㐅゛⏤のమ⣌ᅒ

番号 指標 単位

1
スポーツ少年団におけるミニバスケットボー
ル団体数・団員数

団体・
人

2
中学校部活動でバスケットボール部のある学
校数・部員数

校・人

3 ミニバスケットボール指導者数 人

4
能代市内でのバスケットボール競技の大会・
参加チーム数（総体・新人戦等公式戦を除
く）

チーム

5
能代カップ高校選抜バスケットボール大会の
観客数（3日間）

人

6
アリナスにおけるバスケットボール合宿の団
体数・延べ日数・人数

団体・
日・人

7
「バスケの街」に関係する能代市内の商標登
録数

件

8
プロバスケットボールリーグ等開催時の観客
数

人

9 能代カップの一般ボランティア参加者数 人

10 バスケの街を他に誇れると思う市民の割合 ％

競技力向上

地域活力

市民文化

視点

●スポーツイベント開催に伴う宇都宮市民への社会効果の指標化と行政評価への活用に関する研究 ●市政研究センター研究論文
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ビ౮ᣞᵾࡾࡄ࠽࡞⏤゛⌟����

現計画では，ᮇ❮㸦⟿で♟した㸩つの⾜づくりࠈ

のࢥールの㐡ᗐをῼᏽする┘安として「⾜づく

りの⥪合ᣞᵾ」をシᏽし，「⾜づくりのᣞᵾ」を

ುとしてౚ♟している。ᣞᵾの数ೋ┘ᵾはᡜ⟮

ㄚの௺画㒂市Ằ活ງ᥆㐅ㄚとࣁスケの⾜づくりの

ーである៖᠍⩇ሺ大学㹈㸻㸸研究ᡜのࢧイࣁࢺ

ᒷ᭮ᇱὊ氏との༝㆗を経て制ᏽされた。

の⥪ྙᣞᵾࡽࡂࡘ⾜���

ールや取組にࢥ現計画の策ᏽṹ㝭では，㸩つのࠈ

対してᣞᵾのシᏽが᳠ゞされたものの，ᣞᵾに㛭

する活ິ自మが行ࢂれなけれࡣ数ೋがῼᏽでࡀな

いため，᭩ิに「⾜づくりの⥪合ᣞᵾ」がシᏽさ

れた。රమ的には「ࣁスケをᴞしめる環境がある

と思う市Ằの合」，「ࣁスケの⾜をにヺれると

思う市Ằの合」，「ࣁスケの⾜づくりに㛭ࢂりた

いと思う市Ằの合」の３つを用した。これら

の⥪合ᣞᵾは計画の㦭Ꮔからᑙいている。ᣞ

ᵾは㡨␊にヾ▩ᗐ，地ᇡ愛着ᗐ，㛭与ᗐをῼᏽす

る。これらは⥪合計画の市Ằណㆉㄢᰕで年㸦ᅂᢍ

ᥩし，「思う」，「やや思う」，「どちらともいえな

い」，「やや思ࢂない」，「思ࢂない」の㸪ṹ㝭から

㐽ࡩ。この３つの⥪合ᣞᵾとᮇ❮㸦⟿で♟した㸩

つの⾜づくりのࢥールは対ᚺしている。

合ᣞᵾは市Ằណㆉㄢᰕからᚋるため，ᢍᥩは⥪ࠈ

ᐖ᪾であるものの，市Ằの感つに౪ᣈしている。

市Ằの感つは能工の対ᡋ成⦴の影響にᕞྎされ

やすく，またいずれのᣞᵾೋも㛏的にはₖ΅ല

ྡྷにあることがㄚ題となっている。

のᣞᵾࡽࡂࡘ⾜���

スケの⾜づくり᥆ࣁづくりのᣞᵾにも能市⾜ࠈ

㐅ጟဤ会のጟဤによる評価᳠チ実施のため，数ೋ

でῼᏽྊ能な㹀㹅㸾㸝重要業⦴評価ᣞᵾ㸞の考え

方をᑙථした㸝ᒷ᭮�����㸞。⾜づくりのᣞᵾは

現計画にあげられたものと，ຸᑻがᏽしたも

のがあり計 ��ᣞᵾある㸝⾪㸫㸞。実際にῼᏽして

いるᣞᵾもあるが，半数のᣞᵾはῼᏽ対㇗のᏽ⩇

がᮅシᏽのため，ῼᏽでࡀていない≟Ἓである。

����⬗ᕰのౚからの♟ြ

ࢥ現計画では，３つの⥪合ᣞᵾに対して㸩つのࠈ

ールが複数ついているᵋ成である。たとえࣁ」，ࡣ

スケの⾜をにヺれると思うか」という⥪合ᣞᵾ

は地ᇡ愛着ᗐをῼᏽし，これはࢥール㸦，２，㸩か

らᵋ成される。しかしながら，ࢥール㸦は「ᮇ∸

のࣁスケに触れられること」という❿ᢇ的効果の

視点である。それゆえ，能市のሔ合は，♣会的

効果が༟≺でῼられているのではなく，❿ᢇ的効

果や経ῥ的効果とも重なっている。

また，⾜づくりの⥪合ᣞᵾは市Ằណㆉㄢᰕでᢍࠈ

ᥩし，㸪ṹ㝭評価を用いている。さらに⾜づくり

のᣞᵾは⾪㸫のように市⫃ဤがᢍᥩしやすい数ೋ

である。この点はᮇ市でも参考とすࡀである。

ᏽῼルーࢥన༟ᵾᣞ

市Ằࣝࣔࢲンࢩ業のヾᏽ業数 ௲ ې

市Ằࣝࣔࢲンࢩ業のᚺຽ・ヾᏽ業数 ௲ ې

スケの⾜づくり㛭㏻のヾᏽ業数ࣁ ௲ ×

能ࣈࢴ࢜の観ᐂ数㸝３㛣㸞 ெ ې

能㛜࣑ーࢣ࣑ー࣌ࢵࢴࢾࣅࣀンࢧーࢿ⏛⚽
തの観ᐂ数㸝�あたり㸞

ெ ې

で♟ᒈࡀるࣁ点数のᩩ㈠ケスې

ᮮ㤃⩽数࣑ࢩスケミューࣁ ெ ��2 ې

参ຊ⩽数ࢹン࣊イ・ࢵࢴࢾࣅࣀンࢧーࢿ⏛⚽ ெ � ×

参ຊ⩽数ࢹン࣊スケ㛭㏻イࣁ ெ ��4 ×

×ெ数⩽ຊ参会大のケスࣁ

るெの数ࢂに㛭ࢷラン࣍スケのࣁ ெ ×

×ᅂ数ࢹン࣊イの㏻㛭ケスࣁ

ࢬࢠ・ࢩー࣑࣋ー࣌の࣑ࢩスケミューࣁ
ス数㸝㸦ᖲᆍ㸞

௲ ې

・数ナス㸞ᅆమ数・延ࣛスケ合ᐙ㸝ࣁ
ゴ問ெ数

ᅆమ・
・ெ

ې

×数ဗၛの㏻㛭ケスࣁ

×ළげ୕の㏻㛭ケスࣁ

使用のⓇ㘋௲数ࢥスケの⾜のロࣁ ௲ ��4 ې

⾜なかで┘にするࣁスケに㛭㏻するものの数
㸝ࣝࢹンࢺᣞᵾとして㸞

⟘ᡜ ې

地ඔ⣤でࣁスケ㛭౿が取り୕げられたエの
数㸝ࣝࢹンࢺᣞᵾとして㸞

ᅂ ×

スケのၛဗを取りうᗉ⯊数ࣁ ㌲ ×

4

3

2

�

�～4

⾪㸫ࡽࡂࡘ⾜ࠔࠈのᣞᵾࠕのುౚ

Ἰ㸞「ῼᏽ」のېはῼᏽ中，�はᮅῼᏽを♟す。
能市㈠ᩩからష成
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㸪ࠈᨳ➿ᥞ᱄

����♣会ຝᯕのᣞᵾౚのᥞ᱄

㸬に♟したᣞᵾは，３❮でᚋられた⤎果をᇱ⾪ࠈ

にした➱⩽によるᥞ᱄である。ձ～շの分㢦はᢪ

ず㸝����㸰����㸞による東京㍧をᏽしたㄢ

ᰕ⤎果を参考としている。⾪㸬はあくまでᣞᵾౚ

を♟したもので，㸬つの分㢦をすて⥑⨮するよ

うにᣞᵾをシᏽすることをめるものではない。

たとえࡣᮇ市の市Ằណㆉㄢᰕでは，ス࣎ーࢵイ࣊

ンࢹ分㔕で多数の㈹問㡧┘をシᏽすることはでࡀ

ないため，⾪㸬からᮇ市の実ឺや政策┘ᵾに༳す

ᣞᵾをいくつか㐽ᢝ・シᏽしていくことが今後の

ㄚ題になる。⾪㸬のմ「地ᇡ㸝ᮇ市あるいは㛜ത

地༇㸞に対して愛着やヺりをもつようになった」

はたとえࡣ「ᮇ市が自㌷㌬愛好ᐓから非ᖏにἸ┘

されていることを▩り，市Ằとしてヺらしく感ࡋ

た」のようにシᏽすることがでࡀる。

たように，♣会効果は住Ằのの３⟿で㏑❯２ࠈ

▩つ㸝ヾㆉ㸞をῼᏽの࣊ースとする。したがって，

市Ằណㆉㄢᰕなどで㈹問ᩝやᅂ➽する際の㐽ᢝ⫝

やᑵᗐ㸝㸪ṹ㝭評価など㸞は，ᮇ市市Ằや評価す

⾪㸬࣎ࢪࠈーࢹࣤ࣊ࢵ㛜ത࡞ఔうᮇᕰᕰẰの♣会ຝᯕのᣞᵾౚ

分ࠈ㢦 ♣会効果のᣞᵾౚ

ձイ࣒ーࢩ・ヾ▩ᗐྡྷ୕
・地ᇡ㸝ᮇ市あるいは㛜ത地༇㸞のヾ▩ᗐやイ࣒ーࢩがྡྷ୕した

・ᮇ市やス࣎ーࢵイ࣊ンࢹがࢸ࣒でもよく取り୕げられるようになった

ղ多様ᛮの⌦ゆ ・自分とは␏なるᩝ化あるいはそうした⫴景をもつெをヾめるようになった

ճ新たな機会の⋋ᚋ

・ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹにరらかの形でかかࢂるようになった

・国際交流をする機会がቌຊした

・これまで▩らなかったெとのつながりがでࡀたり，多様なெとࡨれあったりするようになった

・ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹに㛭㏻するၛဗやࢦーࣄスを㈑ったり㈅したりするようになった

・ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹをዉ機に新たな機会・経㥺・能ງを⋋ᚋした

・ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの㛜തに会ሔやその࿔㎮に行くようになった

・ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹでᮇ市市Ằが㞘用された合

մ地ᇡでのୌమ感ྡྷ୕

地ᇡでの会ヨಀ㐅

・ᮇ市市Ằྜྷኃのୌమ感がቌ大した

・地ᇡ㸝ᮇ市あるいは㛜ത地༇㸞に対して愛着やヺりをもつようになった

・ᮇ市市Ằྜྷኃなどで会ヨする機会がቌえた

・Ꮔどもなどに自㌷㌬や３[３を通ࡋて教⫩する機会がቌえた

յᛄ感の⋋ᚋ
・ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹを通ࡋて⮾ዢしたりញᛄになったりする感が•いた

・自らの生活の㈹がྡྷ୕した

ն♣会㈠ᮇのᵋ⠇ಀ㐅

・Ꮔどもにス࣎ーࢵイ࣊ンࢹやそのス࣎ーࢵに対して㛭ࢂらࡎる機会がቌえた

・イ࣊ンࢹ中またイ࣊ンࢹ後に࣍ランࢷ活ິや⩽や地ᇡの貢献機会がቌえた

・地ᇡのᩝ化をᏬったり発ᒈさࡎたりしようというណㆉが㧏まった

շス࣎ーࢵの⮾ಀ㐅
・ス࣎ーࢵ自మの㛭心がቌຊした

・ス࣎ーࢵの参ຊ㢎ᗐがቌຊした

Ἰ㸞ᢪず㸝����㸰����㸞は，ス࣎ーࢵイ࣊ンࢹの♣会効果をῼᏽするためのᑵᗐを，௦３年東京㍧の㛜ത地住
のᑍ㛓ᐓによる᳠チにᇱづいて㛜発している。これにࢹン࣒ࢩࢾ࣏ࢵー࣎とそれを複数のスࢹンケーのẰࠈࠈ
の⌦ゆ・新たな機ヾ▩ᗐྡྷ୕，ճ多様ᛮ・ࢩー࣒な効果としてձ経ῥ活ິのಀ㐅，ղイࣇࢷࢩ࣎，ࡣよれࠈࠈ
ー࣎会の⋋ᚋ，մ地ᇡでのୌమ感ྡྷ୕，յᛄ感の⋋ᚋ，ն♣会㈠ᮇのᵋ⠇ಀ㐅，շ地ᇡでの会ヨಀ㐅，ոスࠈࠈ
。の⮾ಀ㐅の㸭つがᅄᏄとして♟されているࢵࠈࠈ

ᢪず㸝����㸰����㸞と３❮をᇱに➱⩽ష成

●スポーツイベント開催に伴う宇都宮市民への社会効果の指標化と行政評価への活用に関する研究 ●市政研究センター研究論文
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るᮇ市⫃ဤが⌦ゆしやすいシᏽとする。

����ᣞᵾシᏽ࡛⾔ᨳビ౮のࡽ࠵᪁

出さࡀ㸬で♟したᣞᵾౚは，学⾙研究からᑙ⾪ࠈ

れたものであり，♣会効果そのものが住Ằの▩つ

をᇱにすることが多く，ᏽᛮ的な⾪現になってい

る。そのため，業⦴ᣞᵾとしてῼᏽでࡀるように

する㸝ᏽ㔖的なᣞᵾにする㸞ことがㄚ題になる。

たとえࡣ，「地ᇡの愛着やヺりがቌ大した市Ằ

の合」，「３�３がどࢆな❿ᢇか▩っている市Ằ

の合」のようにする。ᏽ㔖的なᣞᵾがᥞ♟され

ている⾪２も参考にされたい。また，評価をẎ年

ᗐ実施していくうえでは，経年ን化がࢂかるよう

なᣞᵾ㸝たとえࢸ࣒，ࡣでのሒ㐠㛣数やイ

の数など㸞をシᏽすࢷラン࣍るࢂに㛭ࢹン࣊

る。それとともに，ᮇ市ですでにಕ有しているࢸ

ーࢰと㛭㏻するようにシᏽしていくことも求めら

れる。

㸫࡞ࡽࢂ࠽ࠈ

の♣会効果に㛭ࢹン࣊イࢵー࣎ᮇ研究では，スࠈ

するᩝ献ࣝࣄューから，♣会効果のᣞᵾ化をムみ，

また行政評価の活用の視点を♟した。今後は，

ᣞᵾを実際に施策活用していくにあたり，ᑵᗐ

のシᏽ㸝たとえࡣ㸪ṹ㝭評価など㸞がㄚ題となる。

ᑵᗐは学⾙研究୕でも㛜発㏭୕である㸝山ཾか�

����㸞。イ࣊ンࢹの規ᶅ㸝7DNV� ����㸞，ᣞᵾのහ

ᐖ重複㸝㸦つの効果が経ῥ，♣会，環境など複数

のഁ㟻をྱࡳ㸞，ㄢᰕの㸝イ࣊ンࢹ㛜ത๑・中・

後㸞，ᅂ➽のしやすさなどを考慮し，ᮇ市市Ằに

ങㄢᰕを行うなどして㐲วなᑵᗐをシᏽしたい。

ᮇ研究の㐑行にあたっては，㐅地の⚽⏛┬能ࠈ

市௺画㒂市Ằ活ງ᥆㐅ㄚにご༝ງいただࡀまし

た。ᮆ➱ながら心よりᚒ♡⏞し୕げます。

要参⩻ᩝ⊡

ᒷ᭮ᇱὊ�� �����「ᖏົによってつくられた「ࣁスケの⾜」

をᨥえるまちづくり̿⚽⏛┬能市のౚ」ᮿᶣᓤྍ・㧏ࠈ
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